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【手続補正書】
【提出日】平成29年8月3日(2017.8.3)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　所望の形態を有するチタニア粒子の製造方法であって：
　チタニアゾルを与え；
次いで
　ゾルを乾燥して乾燥チタニア粒子を与える
ことを含んでなり；
以下の基準：
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　（ａ）硫酸塩法における沈殿段階を用いて得られるＴｉＯ2含有スラリからチタニアゾ
ルを製造し、ここで沈殿の間に生成するミセルの寸法を制御する、
　（ｂ）ＴｉＯ2含有スラリからチタニアゾルを製造し、スラリのｐＨを制御してチタニ
アゾルが凝集する程度に影響を与える、
　（ｃ）ＴｉＯ2含有スラリからチタニアゾルを製造し、チタニアの等電点を調整してチ
タニアゾルが凝集する程度に影響を与える、
　（ｄ）熱の適用によりチタニアゾルを乾燥し、乾燥段階の間に用いられる温度を制御す
る
の１つもしくはそれより多くの適用により乾燥チタニア粒子の形態を制御することを特徴
とする方法。
【請求項２】
　硫酸塩法における沈殿段階によるチタニアゾルの製造の間の、その後の該ゾルの乾燥の
前における制御された核形成の使用であって、ここで、沈殿の間に生成するミセルの寸法
が制御されて、得られる乾燥チタニア粒子の形態が制御される、使用。
【請求項３】
　チタニアスラリからのチタニアゾルの製造の間の、その後の該ゾルの乾燥の前における
制御された凝集の使用であって、ここで、スラリのｐＨの調整によりゾルが凝集する程度
が制御されて、得られる乾燥チタニア粒子の形態が制御される、使用。
【請求項４】
　チタニアゾルの生成の間又は後の、その後の該ゾルの乾燥の前における制御された凝集
の使用であって、ここで、チタニアの等電点の調整によりゾルが凝集する程度が制御され
て、得られる乾燥チタニア粒子の形態が制御される、使用。
【請求項５】
　チタニアゾルからの乾燥チタニア粒子の製造の間の制御された乾燥の使用であって、こ
こで、乾燥段階の間に用いられる温度が制御されて、得られる乾燥チタニア粒子の形態が
制御される、使用。
【請求項６】
　チタニアゾルを与え；
次いで
　ゾルを噴霧乾燥して乾燥チタニア粒子を与える
ことを含んでなり；
　（ｉ）ＴｉＯ2含有スラリからチタニアゾルを製造し、チタニアゾルが凝集する程度を
低下させるために、解凝固剤の添加により、スラリのｐＨを制御して、チタニアの等電点
から３ｐＨ単位以上とする；あるいは
　（ｉｉ）ＴｉＯ2含有スラリからチタニアゾルを製造し、チタニアゾルが凝集する程度
を低下させるために、分散剤の添加により、等電点を調整して、スラリのｐＨから３ｐＨ
単位以上とする
ことにより、乾燥チタニア粒子の形態を制御することを特徴とするチタニア粒子の製造方
法。
【請求項７】
　粒子がそれぞれ連続した外部凸面を有し、粒子はレーザー回折の使用により測定される
３０μｍ以下の直径及び５０ｍ2／ｇ以上のＢＥＴ比表面積を有し、且つここで粒子は多
孔質である、請求項の方法により得ることができる粒子の形態におけるチタニア。
【請求項８】
　触媒として又は触媒支持体としての請求項７のチタニア粒子の使用。
【請求項９】
　－請求項７に従う乾燥チタニア粒子を与え；
　－粒子を活性触媒材料と混合し；
　－混合物を圧力下で押出ダイを介して押出し、触媒生成物を製造する
段階を含んでなる触媒生成物の製造方法。
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【請求項１０】
　チタニア及び触媒材料を含んでなり、請求項８の方法により得られ得る触媒生成物。
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